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地域で働くやりがい・苦悩・思いを熱弁する
若手のプレゼン大会

「ルーキー・オブ・ザ・イヤーin Local 2025」を開催
働き手不足の地域課題に対し、地域全体で若手の育成を考える勉強会も同時開催

開催日： 2025年1月18日（土）13:00ｰ17:00
場所：上田映劇（長野県上田市）

ROYL実行委員会（代表：NPO法人G-net南田修司）は若手の活躍と挑戦を称えるプレゼン大会「ルーキー・
オブ・ザ・イヤーin Local 2025」を長野県上田市にて2025年1月18日に開催いたします。地域企業で働く20
代の若手社員14名がファイナリストとしてプレゼンし、自身の仕事に対しての思いや成果を語ります。

本アワードは2024年に第一回が開催され、非常に反響があった企画です。地域での人材不足が課題視さ
れる中、地域でのキャリアを選んだ若手に光を当てることで、自身のキャリア選択に自信をもってもらえるよ

う企画しました。自社だけで育成するのではなく、地域をこえて同志のような存在を見つけ、切磋琢磨できる

ようなコミュニティを築いていくことも狙っています。

当日は、「ゆるい職場－若者の不安の知られざる理由」（中央公論新社,2022）、「なぜ『若手を育てる』のは
今、こんなに難しいのか」（日本経済新聞出版,2023）、等で有名なリクルートワークス研究所の古屋星斗氏

をはじめとした審査員として登場します。

何卒、ご取材いただけますと幸いです。



■ファイナリスト紹介
宮城県、埼玉県、静岡県、新潟県、長野県、愛知県、岐阜県、兵庫県、福岡県、宮崎県からファイナリストが

参加します。

※No.14市之瀬さんは長野県大会での優勝者

【イベントのポイント】

● 人的資本経営を地域全体で行いの若者を育成する。地域の人事部的発想

経済産業省では、人的資本経営や、地域の人事部といった施策に注力しています。そうした動きの

中で、1事業者のみではなく、中小企業群全体で若者を育成する・活躍を応援するムードを作るきっ
かけとして本イベントは注目されています。当日は地域の人事部の立ち上げを検討している自治体

からの視察も行います。

● 第1回宮崎大会での実績
第1回は18地域からのエントリーがあり、各地域のルーキーたちが自身の経験をプレゼンしました。
ファイナリスト大会は宮崎で行われ、多くのメディアが取材を行っています。（NHK・中日新聞・中部経
済新聞・宮崎日日新聞・山陰中央新報）

【イベント概要】

● 13:00ｰ　オープニング
● 13:20ｰ　ファイナリストによるプレゼン（5分×14名）
● 15:55ｰ　審査・ファイナリストによるクロストーク
● 16:30ｰ　表彰・クロージング
● 17:00　 終了

【お問い合わせ先】

ルーキー・オブ・ザ・イヤーin Local実行委員会
担当・掛川（058-263-2162）


